
 

渡
邊
正
氏
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
は
し
が
き
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

概
要
を
述
べ
れ
ば
、
陸
軍
大
学
校
卒
業
後
に
、
大
東
亜
戦
争
末
期
の
参
謀
本
部
（
第

二
部
）
参
謀
と
し
て
、
兵
要
地
誌
等
の
情
報
お
よ
び
陸
地
測
量
部
の
管
轄
を
担
当
さ

れ
た
。
そ
の
間
、
本
土
決
戦
に
備
え
て
の
「
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
」
に
よ
る
兵
要

地
理
資
料
の
集
成
を
企
画
・
実
施
さ
れ
た
。
敗
戦
直
後
に
は
、
国
土
の
復
興
に
資
す

る
た
め
に
、
必
要
な
地
図
資
料
の
残
置
処
分
を
図
る
と
と
も
に
、
陸
地
測
量
部
組
織

を
内
務
省
に
移
管
・
再
編
成
す
る
な
ど
を
自
ら
推
進
さ
れ
た
。 

渡
邊
正
氏
が
将
来
に
残
そ
う
と
し
た
地
図
に
つ
い
て
は
、
敗
戦
時
の
参
謀
本
部
に

あ
っ
た
も
の
（
外
邦
図
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
本
書
「
は
し
が
き
」
に
概

要
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
関
係
者
の
尽
力
に
よ
っ
て
各
所
に
残
さ
れ
、
利

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

別
に
、
地
図
作
成
機
関
で
あ
る
陸
地
測
量
部
に
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
多
く

が
焼
却
処
分
さ
れ
た
が
、
長
岡
（『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
２
号
、
二
〇
〇
四

年
）
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
渡
邊
正
氏
が
飛
騨
高
山
に
移
し
て
秘
匿
し
た
「
初

刷
」
地
図
の
完
全
セ
ッ
ト
（
旧
領
土
の
ほ
か
、
支
那
・
シ
ベ
リ
ア
・
南
方
を
含
む
）
が
、

か
つ
て
の
地
理
調
査
所
か
ら
別
機
関
に
移
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。
な
お
、「
初
刷
」
と
は
、
印
刷
し
た
地
図
総
て
に
つ
い
て
、
そ
の
各
一
枚
を
保
存

用
に
残
す
規
定
が
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
定
め
は
戦
後
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。 

次
に
、
渡
邊
氏
所
蔵
地
図
の
現
況
を
次
に
述
べ
る
。 

五
．
渡
邊
氏
所
蔵
地
図 

解
説
と
目
録 

長
岡
正
利 

渡
邊
氏
の
言
に
よ
れ
ば
、「
昔
か
ら
系
統
的
に
地
図
を
集
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
加
え
て
、
か
な
り
以
前
に
多
く
の
資
料
・
文
献
を
偕
行
社
に
寄
贈
し
た
の
で
、

今
残
っ
て
い
る
地
図
は
た
ま
た
ま
今
日
ま
で
あ
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。」と
の
由
で

あ
る
。 

    

二
〇
万
分
一
帝
国
図
と
五
〇
万
分
一
輿
地
図
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
市
販
さ
れ
て

い
た
代
表
的
な
中
縮
尺
図
で
あ
る
。
帝
国
図
は
、
明
治
二
〇
年
代
の
輯
製
図
を
引
き

継
い
で
明
治
三
〇
年
代
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
五
万
分
一
地
形
図
か
ら
編
集
さ

れ
た
等
高
線
・
陰
影
式
四
色
刷
り
の
美
し
い
地
図
で
あ
る
。
輿
地
図
は
、
大
正
期
か

ら
作
ら
れ
て
、
初
期
の
も
の
は
ケ
バ
表
現
で
あ
っ
た
が
、
後
に
等
高
線
・
陰
影
式
と

な
っ
た
。
な
お
、
一
般
販
売
さ
れ
て
い
た
も
の
と
、
後
に
地
図
の
一
般
販
売
が
停
止

さ
れ
て
以
降
の
、
参
謀
本
部
発
行
版
が
あ
る
。 

そ
の
よ
う
な
事
情
の
所
蔵
地
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
れ
ば
、
本
稿
末
の

表
（
目
録
）
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
で
、
そ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
、
枚
数
の
多
い
も
の

や
興
味
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
概
説
す
る
。 

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
発
行
当
初
は
一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
た
地
図
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
当
時
の
陸
地
測
量
部
に
お
け
る
地
理
情
報
の
蒐
集
力
を
反
映
し
て
、
大
陸
内

奥
の
情
報
に
至
る
ま
で
豊
富
・
精
緻
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
表

（
目
録
）
の
№
10
で
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
に
流
入
す
る
ホ
ー
タ
ン
（
和
闐
）
河
沿

陸
地
測
量
部
発
行
の
外
国
地
図
（
そ
の
小
縮
尺
図
） 

陸
地
測
量
部
発
行
の
中
縮
尺
地
図 
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い
に
連
な
る
集
落
名
な
ど
、
今
は
総
て
失
わ
れ
た
も
の
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
貴
重

で
あ
る
。 

中
で
特
記
し
た
い
の
は
、
№
15
で
あ
る
。
地
図
そ
の
も
の
は
開
戦
前
ま
で
の
市
販

図
で
あ
り
、特
に
興
味
を
牽
く
も
の
で
は
な
い
が
、中
の
書
き
込
み
が
貴
重
で
あ
る
。

掲
載
図
に
見
る
よ
う
に
、
開
戦
当
初
の
イ
ン
ド
シ
ナ
と
太
平
洋
島
嶼
へ
の
上
陸
作
戦

が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
図
に
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
七
日
朝
に
撃
墜
さ
れ

た
英
軍
偵
察
機
の
記
入
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
戦
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
情
報
で
あ
る

こ
と
が
判
る
。
こ
の
図
に
見
る
よ
う
に
、
十
二
月
四
日
に
海
南
島
を
発
っ
た
第
二
十

五
軍
の
先
遣
隊
は
、
真
珠
湾
攻
撃
に
先
立
っ
て
、
八
日
０
１
３
０
の
マ
レ
ー
半
島
コ

タ
バ
ル
へ
の
敵
前
上
陸
な
ど
を
皮
切
り
に
戦
端
を
開
い
て
い
る
。
掲
載
部
分
に
は
な

い
が
、
十
日
に
ウ
エ
ー
ク
島
上
陸
と
あ
る
南
海
支
隊
は
、
こ
の
後
に
ラ
バ
ウ
ル
上
陸

な
ど
を
果
た
す
が
、
後
の
ガ
タ
ル
カ
ナ
ル
島
作
戦
で
ほ
ぼ
壊
滅
し
た
。
ほ
か
に
、
香

港
国
境
線
突
破
、
ル
ソ
ン
島
北
部
上
陸
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

軍
と
密
接
に
関
係
の
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
組
織
に
お
い
て
も
、
地
図
が
作
成
・
発
売

さ
れ
た
。
と
も
に
、
陸
地
測
量
部
に
よ
る
豊
富
な
地
図
資
料
を
利
用
し
て
お
り
、
そ

の
内
容
は
精
緻
を
極
め
て
い
る
。
地
図
印
刷
を
、
陸
地
測
量
部
地
図
元
売
り
の
小
林

又
七
商
店
や
、
戦
中
に
陸
地
測
量
部
地
図
の
印
刷
を
請
け
負
う
凸
版
印
刷(

株)

が
行

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。 

雑
誌
社
・
新
聞
社
発
行
の
地
図 

偕
行
社
・
満
鉄
発
行
の
地
図 

                      

 

図１

所蔵地図のNo.15「南方輿地図」への、開戦前夜の状況の書き込み部分を示す。
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№
45
「
ソ
連
領
内
収
容
所
分
布
図
」
は
、
復
員
省
が
ま
と
め
た
資
料
の
付
図
と
思

わ
れ
る
。
詳
し
い
挿
入
図
も
あ
っ
て
、
一
連
番
号
が
付
さ
れ
た
収
容
所
位
置
が
示
さ

れ
て
い
る
。 

戦
前
の
雑
誌
・
新
聞
に
は
、
地
図
の
付
録
が
よ
く
付
け
ら
れ
た
。
特
に
、
新
聞
の

元
旦
紙
と
雑
誌
の
一
月
号
付
録
で
は
、
各
社
は
そ
の
内
容
を
競
っ
た
。
内
容
は
、
い

ず
れ
も
時
局
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

№
46
「
地
図
整
備
用 

中
国
主
要
都
市
目
録
」
は
、
陸
地
測
量
部
が
整
備
し
た
（
ま

た
は
そ
の
予
定
の
）
中
国
各
都
市
に
つ
い
て
の
大
縮
尺
地
図
の
一
覧
図
で
あ
る
。 

前
述
の
、
松
本
に
疎
開
さ
れ
て
い
た
陸
地
測
量
部
か
ら
渡
邊
正
氏
が
さ
ら
に
飛
騨

高
山
に
移
し
て
秘
匿
し
た
、
完
全
セ
ッ
ト
の
外
邦
図
「
初
刷
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、

概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。（
長
岡
（『
外
邦
図
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
２
号
）
の
抄
録
） 

 
・
昭
和
二
十
二
年
に
高
山
市
か
ら
地
理
調
査
所
（
千
葉
市
の
稲
毛
庁
舎
）
に
移
さ
れ

た
。
そ
の
後
も
、
公
式
に
は
「
存
在
し
な
い
」
状
態
が
続
き
、
所
内
で
一
部
の

職
員
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
渡
邊
氏
の
活
動
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
戦
後
の
地
図
も
あ
る
。 

付
記 

 

外
邦
図
「
初
刷
」
の
そ
の
後 

そ
の
他 

・
昭
和
三
十
年
頃
に
開
梱
し
て
整
理
さ
れ
、
内
部
で
は
閲
覧
可
能
な
状
態
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
総
数
は
約
二
万
三
千
万
枚
で
あ
っ
た
。
各
所
に
残
っ
て
い
た
外

邦
図
で
、
後
に
移
さ
れ
て
来
た
も
の
も
あ
っ
た
。 

こ
の
こ
と
お
よ
び
敗
戦
前
後
の
状
況
か
ら
、
こ
れ
が
、
保
存
用
外
邦
図
「
初
刷
」

が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。 

な
お
、
現
在
の
国
土
地
理
院
に
あ
る
外
邦
図
に
は
、
前
述
の
昭
和
四
十
年
代
初
頭

の
移
管
時
に
国
土
地
理
院
に
残
存
し
た
少
数
の
も
の
に
加
え
て
、
近
年
に
な
っ
て
東

北
大
学
か
ら
公
開
を
前
提
に
移
管
さ
れ
た
一
万
枚
が
あ
る
。 

・
地
理
調
査
所
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
の
反
戦
機
運
の
中
で
、「
所
蔵
し

て
い
る
と
色
々
面
倒
だ
。」
と
の
考
え
で
、
あ
る
幹
部
が
上
部
の
了
解
の
も
と
に

他
に
全
部
移
管
し
た
。
以
後
、
同
所
で
は
外
部
か
ら
の
照
会
に
対
し
て
、「
そ
の

よ
う
な
地
図
は
な
い
。」
と
言
っ
て
き
た
。
な
お
、
現
在
の
防
衛
研
究
所
戦
史
部

に
は
、
相
当
数
の
陸
地
測
量
部
地
図
と
水
路
部
海
図
（
と
も
に
外
邦
図
を
含
む
）

が
あ
る
が
、
移
管
さ
れ
た
外
邦
図
そ
の
も
の
で
は
な
い
。 

・
こ
の
移
管
外
邦
図
は
、
平
成
三
年
頃
に
実
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
隅
を
金
属
で

補
強
し
た
柿
渋
引
き
紙
箱
（
地
理
調
査
所
当
時
に
米
軍
か
ら
供
与
さ
れ
た
も
の
で
、

航
空
写
真
用
等
で
使
っ
て
い
た
。
約
15
×
35
×
25
㎝
程
度
。）
多
数
に
整
然
と
保

管
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
時
を
経
過
し
て
い
る
。
一
部
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
は
、『
国
外
地
図
目
録
』
と
一
致
す
る
。 

・
昭
和
三
十
二
・
三
十
三
年
頃
に
、
防
衛
研
修
所
（
当
時
）
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ

て
、
整
理
し
た
外
邦
図
に
つ
い
て
の
目
録
『
国
外
地
図
目
録
』
と
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
図
『
国
外
地
図
一
覧
図
』
を
５
部
ほ
ど
作
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
研
究
者

な
ど
の
非
公
式
利
用
に
応
じ
て
い
た
。
当
時
、
防
衛
研
修
所
で
も
不
足
分
を
地

理
調
査
所
か
ら
補
っ
て
、
外
邦
図
の
一
式
（
コ
ピ
ー
を
含
む
）
を
そ
ろ
え
た
。 
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表１ 渡邊正氏所蔵の地図目録 

No. 　　地 図 の 表 題 　縮　尺 　発 行 者  製版･修正日 　発行日 　備　考

（参謀本部・陸地測量部・軍令部 の発行）
1  20万分１帝国｢飯田｣／｢岡崎｣ １：20万  参本／陸測 －／S6.2.28  部外秘
2  50万分１輿地図「鹿児島」 １：50万 陸地測量部 S４製版S15修 S.15.9.30 　〃
3 　〃　　　　　　　〃 〃 参謀本部 〃 　〃
4 　〃　　　　　「宇和島」 〃 　〃 T8製版S12修 　〃
5 　〃　　　　　　　〃 〃 　〃 〃 　〃　，上と同じ図
6 　〃　　　　　「徳島」 〃 　〃 T13製版S18鉄補
7 　〃　　　　　「松江」 〃 　〃 T12製版S14修 　〃
8 　〃　　　　　（名称なし） 〃 陸地測量部 S12.5製版 関東全域の集成図
9  400万分１支那全図（其１） １：400万  〃 S13製版 S13.5.30
10 　　〃　　　　　　 （其２） 〃  〃 〃
11  250万分１支那東部 １：250万  〃 S12.12.5
12 　　〃 〃  〃 〃 複製図
13  南支那 １：100万  〃 S13.9製版
14  四川省 １：180万 ｢支那省別全誌｣第１巻付図
15  南方輿地図 １：500万  〃 S15.8 軍事機密，開戦時の記入
16  南方輿地図（その右半図のみ） １：600万  〃
17  北方支那図 １：250万  〃 T16.2製版･･･ コピー
18  亜細亜大陸図（その左下図のみ） １：600万  〃 S9製版16増補 S16.12.28
19  50万分１航空図｢南寧至ラングーン」 １： 50万 軍令部 Ｓ15.3

偕行社・満鉄 の発行
20  北支地図 １：500万 偕行社編纂部 S12.7.30
21  南支地図 １：100万  〃 S12.9.8
22  北支那地図 １：200万 南満洲鉄道(株) S15.3.31
23  中南支那地図 １：200万 　〃 S13.11.30
24  満洲国地図 １：200万 　〃 S10.3.20

民間 の発行
25  最新欧州大地図 １：1650万 大日本雄弁会講談社 S11.1.1 ｢キング｣12巻1号付録
26  最新の東亜形成図解 １：650万 大阪毎日新聞 S12.1.1 元旦付け付録
27  最新支那明細大地図 １：260万 大日本雄弁会講談社 S13.1.1 ｢キング｣14巻1号付録

　　裏面に，満蒙ソ聯国境大地図
28  東亜現勢大地図 １：500万 〃 S13.1.1. ｢富士｣11巻1号付録

　　裏面に，最新支那重要地詳図
29  漢口武昌市街詳図 １：1.6万 日本名所図絵社 S16.8.25
30  最新南京地図 １： ２万 至誠社（上海）
31  ハノイ市街図 1974 コピー
32  ホーチミン市街図 1976 コピー
33  ベトナム全図 １：250万 コピー
34  韓国 １：140万 裏面に韓国都市図
35  アジア大陸,太平洋,インド洋方面一般図 コピー
36  中華人民共和国地図 １：600万 帝国書院 1986 裏面に各都市図

外国 の発行
37  中華人民共和国挂図 １：800万 地図出版社(上海)
38  ＮＡＪＩＮ（RASHIN） １： ２万 AMS L951 1945 ｢THIS WEEKS NEWS｣の裏面
39  最新北京地図 文宝斎総批発処
40  ＣＨＩＮＡ １：1000万
41 （名称なし；朝鮮） １：100万 Ａ４版図の24枚綴じ
42  台湾省地図 １： 50万 南華出版社 中華民国75年
43  朝鮮半島 １：110万 1978 ハングル語表記，コピー
44  AMS５万図の部分コピー．清津 １： ５万 コピー，秘の印有り

その他，各種図
45  ソ連領内収容所分布図 １：435万 復員省か？ 復員省資料の付図か？
46  地図整備用 中国主要都市目録 トレース図，中国全域
47  南支那鉱物資源分布図 １：150万 トレース図，２枚組
48  朝鮮鉱山分布図 １：200万 トレース図
49  満洲南部地質全図 １： 80万 下半部切断で詳細不明
50  会社飛行場所在地要図 S9.12 満洲国内の図，コピー
51  極東ソ連,ﾅﾎﾄｶ,ﾎﾞｽﾄｰﾁﾇｲ港付近地誌 １： ８万 1980.4  手書き模写図のコピー

備考：図名・発行者名等は、現代漢字で表記。図名に縮尺を含むものはそれを併記した。地図中に記載のない項目の該当欄は空白とした。  
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